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カーシェアリング・ボランティアを通じた

被災地コミュニティの再生

報告者 社団法人日本カーシェアリング協会代表理事 吉 澤 武 彦

�月11日の東日本大震災以前は、僕はカーシェ

アリングという言葉も知りませんでしたし、クル

マも持っておらず、ペーパードライバーでした。

そんな自分が本当に裸一貫で飛び込み、これまで

色々な人と会話しながら石巻を中心にカーシェア

リングをボランティア活動として立ち上げまし

た。最初は仮設住宅からカーシェアリングを展開

していきました。秋ごろから仮設住宅地区へクル

マを持っていき、それが徐々に広まり、寄付でお

金を募って一台ずつクルマを提供していきなが

ら、現在、22台のクルマが動いています。今では、

カーシェアリングは利用者の方々から口コミで広

まっています。たとえば、自転車で走っていても

風が強くて自転車が前に進まない、足が痛くて動

けないという方々から、クルマをお願いできない

でしょうか、といった声が出てきています。そこ

で本日は、現場で生まれた会話を一つ一つ取り上

げながら、僕たちの活動を紹介させていただきま

す。

「やってみたらどうや？」

まず、カーシェアリングを始めた経緯からお話

しします。阪神淡路大震災の時に神戸で被災者支

援をされていた「神戸元気村」という団体で活動

されていた方から、神戸の時はやらなかったけれ

ど、今思えばやったらよかったなと思っている

「カーシェアリング」をやってみないかと言われ、

僕が「やってみます」と言ったことからこの活動

が始まりました。そして次の日からクルマ集めを

始めました。まず、会社四季報を買ってきまし

た。僕は大阪に住んでいましたので、大阪の会社

を訪ね、受付から秘書課に電話してもらって社長

につないでもらおうとしましたが、最初はなかな

か会ってもらえませんでした。他にも、いろいろ

な資料を作って企業に郵送したり、クルマがたく

さん停まっている会社を見かけたら声をかけたり

していくうちに、僕の出身校である立命館大学の

先輩がおられる京都のある会社から、ちょうど営

業車を買い替えようと思っていたということで、

�台いただけることになりました。

そんな地道な活動をするうちに、中古車販売の

ガリバーとの出会いがありました。インターネッ

トで被災地での活用方法を募り、中古車をプレゼ

ントしてくれるというガリバーの企画があって、

被災地でカーシェアリングをやっていきたいと投

稿したところ、実際に会って話を聞いていただ

き、全面的に協力していただけることになりまし

た。これによってクルマの心配はほぼなくなり、

安心して被災地・石巻に入りました。僕たちが石

巻で活動を始めようと決めた理由は、石巻で活動

している「ボランティア支援ベース絆」が、カー

シェアリングを始めるきっかけをいただいた「神

戸元気村」の方を中心に活動していたこと、それ

に何よりも、石巻の津波被害の規模がとても大き

かったからです。石巻には多くのボランティア団

体が入っており、仮設住宅も132か所あります。

石巻の地形も、街中や山中、比較的海に近い場所

など多様で、ひとつの雛形を作るには良い場所で

あるということで、石巻に的を絞ってカーシェア

リングのモデル作りをしようということになりま

した。

現地でカーシェアリングができるかどうか、実

際にクルマを置いていただける場所を探すため

に、�月の半ばくらいに現地調査に行きました。

まずは被災者の方にアンケートを実施し、カー

シェアリングをやってみないかと声をかけていき

ました。その中でよい反応もあったので、クルマ

を持って行く準備のために大阪に戻り、法人化

（一般社団法人）しました。そして、�月24日に

クルマを石巻市の万石浦公園仮設住宅に持って行

きました。
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まずはテストという形で始めてみました。しか

し皆さんはクルマを共同で使うという経験がな

い。僕ももちろんありませんでした。そこで、地

元のテレビや新聞、タウン誌などで報道してもら

い、一つずつテストする場所を増やしていきなが

ら、宮城県警、石巻警察、国土交通省などに報告

しながら進めていったのですが、とても細かな部

分までチェックが入りました。とくに県警とは、

電話やファックスで契約内容や管理体制など細か

いところまでチェックしてもらい、一緒に作って

いきました。一か月以上にわたってこのようなや

りとりをして、まずはテストでやってみようと

なったのが2011年�月、そして10月には本格的に

展開していきました。

まず、�台の車庫証明をとって、仮設住宅に石

巻市の協力の元専用駐車場を�台確保しました。

カーシェアリングのクルマを待っていてくれてい

た仮設住宅に届ける日々が続いていましたが、あ

る日たまたま避難所を訪問した際、湊町のほう

で、仮設住宅には入らずに近所の人と家を直して

助け合いながら住んでいる人がいるが車がなくて

困っている、ということをお聞きして、11月上旬

にクルマを持って行ったことで、個人家庭での

カーシェアリングも始まりました。このような貴

重な出会いと同時に、協賛やお問い合わせもいた

だきながら、必要とされている方との出会いも増

えていきました。提供するクルマが足りなくなっ

た頃、年末年始にかけてガリバーさんから25台の

提供がありました。そして、こうやって活動を進

めているうちに、この動きについて石巻市が評価

して下さり、2012年の春からは、石巻市内の仮設

住宅の一室を貸していただいてやっていく準備を

しております。

今、確保しているクルマは約50台。そのうち22

台のクルマが稼働しており、提供先が決まってい

るのが34台です。とくに調整が必要だったのは、

管理体制と車庫証明の取り方です。ヨーロッパで

は「キーボックスシステム」といって、金庫にあ

るキーをみんなで共有するシステムからカーシェ

アリングが始まったと聞いていましたので、仮設

住宅の集会所にキーボックスを置いて、運転する

人がクルマのキーをとっていくシステムを考えた

のですが、無人管理はだめだということでした。

有人で管理する、もしくは企業で用いられている

ような、鍵を管理するシステムを搭載してくださ

いという指導がありましたので、人がクルマの

キーを管理するシステムにしました。当初は、共

同で利用するのだから一人の方に責任を押し付け

るのはどうかと思っていましたので、責任者をぼ

やかしていましたが、誰が責任を持って管理する

のかが必要であるとのことでした。

もうひとつは車庫証明です。最初はグループの

中の一人に名義人になってもらえば、被災者の方

には税金（重量税と自動車税）がかからないので

その方が良いと思っていましたが、複数人が使う

名義にするというのはハードルが高かった。そこ

で、カーシェアリング協会が引き受けるというこ

とで、クルマを使う地域の車庫証明を協会名義で

とることにしました。県警と相談して、代表者に

協会の正会員（社員）になってもらい、その方の

仮設住宅の�室がカーシェアリング協会の事務所

（使用の本拠地）になり、はじめてその土地で車

庫証明が取れるという仕組みをつくり、その調整

に�か月くらいかかりました。

「使い方は基本的に皆さんに決めてもらいます。」

カーシェアリングシステムの説明会のときにお

話ししているのは、「使い方は基本的に皆さんに

決めてもらいます」ということです。カーシェア

リング協会の名義で車庫証明をとり、クルマを貸

し出す。各車に寄付で集まったお金で年齢無制限

の保険をかけて貸し出しする。利用者の一人を代

表者（協会の正会員）として任命していただいて、

その方の居住を協会の事務所という形で車庫証明

をとる。クルマのキーの管理は基本的には代表者

が管理責任者で、その人に任命された�人くらい

の方がスペアキーを持っています。カーシェアリ

ングでは頻繁にクルマを使う人と使わない人が出

てくるので、よく使う人が、喜んでクルマのキー

を管理してくれています。そして、その他の人が

鍵の管理者に借りに行くというシステムで、現在

のところ問題や不満は出ていません。約款を作っ

ていますので、申し込みと退会については代表者

が窓口になり、やめたいときはいつでもやめられ

ます。

カーシェアリング協会の経済的サポートはクル

マを提供するまでです。ガソリン代、オイル代、
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保険の更新料、自動車税や車検等は利用者に話し

合って決めてもらっています。積立やカンパと

いった形でやってみてはどうかと提案はしていま

すが、基本的にはやり方も含めて、皆さんに決め

ていただいています。ある仮設住宅では、ガソリ

ン満タン返しのルールを徹底しているところもあ

ります。ほかにも、ガソリン代は10キロ走ったら

いくらと決めていたり、全部カンパでやっていた

りと、利用グループによってさまざまです。ま

た、「運行日誌」として、いつ誰が何キロ乗って

いるのかという管理帳をつけてもらっています。

あくまでも提案ですが、予約ノートは仮設住宅の

集会所や代表者の自宅にぶら下げておいて、日付

と名前を記入してもらうようにしています。人数

が少ない�人くらいのグループや、お互いよく

知っている人ばかりのコミュニティの場合は予約

ノートなどもなく、電話�本でやってもらったり

しています。

平均して、�台のクルマを�人くらいの方が利

用しています。100世帯ほどある仮設住宅でも、

実際に利用しているのは�人前後です。意外と皆

さん、なんとかして自分でクルマを手に入れてい

らっしゃいますね。ただ、そのクルマが古すぎて

仙台までは行けないとか、壊れた、足りない（ド

ライバーが�人いるが車が�台しかない）といっ

たことがあるので利用されていたりもします。稼

働率は多い所でも一地域あたり�台くらいで、ほ

ぼ毎日使われています。利用目的としては、多く

は基本的に個人の用足しに使っていただいていま

す。もしクルマが足りない、バッティングして使

いたい時に使えないということがあれば、「もう

一台持ってきますから安心してください」と言っ

ています。よく使う人と、たまにしか使わない人

が混在していて、使う時にバッティングして困る

ということは今のところ出ていません。僕も、

バッティングするのではないかと思ったのです

が、不思議にうまくいっています。乗り合いでの

利用もよくされていますので、協力しあう体制が

できており、それによってコミュニケーションも

深まっているようです。

揉め事の原因になるから必要ないと言われたこ

ともありましたが、今はまだ問題は出ておりませ

ん。牡鹿半島が壊滅的な打撃をうけたので、�月

に自治会長さんに会いに行きました。その時は、

「揉め事になるものはいらん」と言われましたが、

その後仮設自治連合会の話し合いがあり、久々に

牡鹿半島の自治会長さんにお会いすると、「あの

時あんなふうに断ったけど、やはりあった方が良

いと思った。クルマを持っていない人が大勢いる

から、再度カーシェアリングを検討したい、話を

しに来てくれた時はいっぱいいっぱいで、余計な

事は考えられなかった。ずっと後悔していたが、

また来てくれてありがとう」と言われたこともあ

りました。被災者の方にとっても新しい試みです

ので、受け入れられる心境になるには時間が必要

なのだと思います。もちろん、テレビや新聞で紹

介していただき、カーシェアリングの実績ができ

たこともあります。少しずつ前を向いて歩み始め

たというのが今の石巻の状況という感じです。一

度断られた地域にも、もう一度回ったほうが良い

なと思っています。

部品交換や修理などが出てきた場合は、コミュ

ニティ内で解決してもらうようにしています。先

日、気になる部分があって診てもらったら、修理

に�万円くらいかかると言われましたが、問題な

く乗れるからこのまま乗っておこうということに

なっていたりもします。大きな修理は今のところ

ありません。これから�年、�年と乗っていると

何かあるかもしれませんが、契約書の中で、何か

あったら自分たちで修理することを明記していま

す。

クルマの全体的なサポートは僕らでやっていま

す。スタッドレスタイヤをミシュランさんとダン

ロップさんから約40台分もらっています。また地

元の自動車販売店さんは、部品にかかる実費は無

理ですが、工賃くらいなら無料でやりますよと

いってくれています。

「寄付が集まるまでもうちょっと待ってくださ

い。」

次に問題点です。「寄付が集まるまでもう

ちょっと待って」。抱えている問題はこれです。

カーシェアリングによる揉め事は、僕が聞いてい

るかぎりでは	件です。「一人の人が独占してし

まわないか」という点については、クルマを頻繁

に利用する人としない人がいて、その結果うまく

バランスがとれており、今のところ不満はありま
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せん。「カーシェアを活用してもらえるか」とい

う点についてですが、カーシェアリング導入時に

はあまり活用されていなくても、次第に活用頻度

は増えていきます。一度利用したら便利なことを

分かっていただけているようです。また、「予約

が重なるのでは」ということについても、うまく

バランスがとれているという印象です。送迎をや

るという人も現れているところがあと�か所あ

り、そういうところは送迎をやりだすと忙しく

なって、クルマがもう一台必要だという要望があ

ります。「マナーが守られない」という問題です

が、これまで、たばこの吸殻があったという報告

が�件ありました。これは当事者の方に説明しま

した。また、ガソリンが満タンでなかったという

報告が�、�件。しかしどれも大きな問題にはな

りませんでした。

今は問題としては抱えていないものとして、ク

ルマの故障による修理代、車検や保険といった多

額の費用が必要となる段階です。ここでひとつの

大きな壁が予想されますが、まだその時期になっ

ていないので分かりません。今年の夏頃にはそう

いった問題が出始めるかもしれません。

カンパで積立もやっています。ここで僕らが頑

張らないといけないのは、免税の問題です。クル

マの保障などについて税務署に相談しても、特例

は難しいと言われます。しかし、税金がかからな

いだけでもずいぶん楽になりますので、改めて相

談したいと思っています。

事故が起こればせっかくの助け合いが嫌な感じ

になりますので、クルマのメンテナンス、安全管

理を地元の企業、修理工場など、色々と申し出を

いただいているところがあるので、協力を仰ぎな

がらこまめにチェックしてもらえるような体制に

したいと思っています。姫路の整備の専門学校か

ら15人が来てくれて、タイヤ交換などのメンテナ

ンスをしてくれました。整備や自動車工科学科が

ある学校といったところも積極的に協力してくれ

ています。

「カーシェアリングの仲間ができてうれしいで

す。」

次に、この活動を通じて「コミュニティ」がで

きたというお話をさせていただきます。万石浦仮

設住宅に住む�人の方と、最初はカーシェアリン

グ用のクルマが届いたがどう運用するかという話

をしていました。しかしそれよりも仮設住宅での

ゴミのほうが大変だとか、ここの仮設住宅にはい

ろいろな所から避難してきており、知らない人

ばっかりで、あいさつも返してくれないし、居心

地があまり良くない、といった話をしているうち

に、それじゃあ仮設住宅内のゴミ拾いをしようか

という話になり、\ゴミを拾おう会]を開催しま

した。すると20人くらいの方が参加してくれまし

た。参加してくれた方たちと次は\お茶会]を企

画し、翌週に開催してみたら、新たな参加者も加

わりました。当初から色々な企画をしていた�人

が中心になってやっていくうちに、万石浦公園仮

設住宅の中で�人は有名人になり、仮設住宅での

コミュニケーションも深まってきました。そんな

中で、カーシェアリングの話もさせていただくこ

とができました。しばらくすると、石巻市からの

依頼で仮設住宅に自治会を作ることになり、その

�人が自治会長と副会長になりました。万石浦仮

設住宅の中でメインで車を使っているのは
人で

すが、とても仲良しで、皆さん仮設住宅の自治会

役員になっています。市役所も驚くほど良い雰囲

気の自治会ができました。市も協力してくれるく

らい、カーシェアリングの活動を認めていただい

たということだと思っています。

クルマがきっかけということではありません

が、クルマを置いていただいているところで、自

治会ができているところが多くあります。阪神大

震災の仮設住宅で、懇親会の場を設けて自治会長

が交流する機会を作り、自治会連合として話し合

いをする場があったことをお話しすると、石巻も

やることになり、座長として万石浦仮設住宅の自

治会長さんが選ばれました。先日、�回目の自治

会議をやりましたが、事務局長は自治会長さんの

相棒がすることが決まりました。そして、石巻市

長に石巻仮設自治連合会として面談して、これか

ら緊急通報システムなどを確立し、仮設住宅で自

分たちでやっていきたい、という話をしていま

す。全てクルマがきっかけではないのですが、ク

ルマが縁で動き出した�人の方が石巻市で活躍し

ています。

「�年か�年後、皆さんにとって必要な存在に

なっていれば、継続するために会費をお願いしま
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す。」

そして、「カーシェアリングは根付くか」とい

うことについてですが、ボランティアとして根付

くためのポイントとして、ひとつはやはり費用で

す。免税ができるかどうか、そこが重要なポイン

トです。運行日誌をつけていただいて、きちんと

実績を蓄積し、それをもって国土交通省なり県税

事務所に持って行こうと思っています。保険を年

齢無制限にしようとすると高いです。台数が多い

のでフリート契約で安くしてもらっても�〜�万

円。定価でいうと30万円くらいです。保険会社と

新しい保険を開発するということを挑戦したいと

思っています。保険が安くなれば、カーシェアリ

ングという仕組みが、復興してからも続けていけ

るのではないかと思っています。この春から、行

政が場所を貸してくれて、業務委託という形にな

る予定ですが、場所を貸してもらうとか業務委託

料とかよりも、行政が活動に参画してくれること

が大きいと思います。今後の行政の交通プランを

考える時に、これが一つの事例になるのではない

かと思っていますので、丁寧にやっていきたいで

す。

クルマ一台でいろいろと広がっていきます。先

日、福祉車両の申し出が一台あり、シートを改造

した車両を一つ贈りました。車椅子の方が運転で

きる車両の申し込みもありますので、福祉関係の

人脈を作って、提供に向けて活動中です。また、

てんぷら油の廃油をガソリン代わりに使えるクル

マの提供を考えています。さつま揚げを魚でつ

くったりして、天ぷら油を使った特産品が石巻に

はたくさんあります。もうすぐハイエースが�台

届きますので、震災時は、ガソリンがなくて大変

だったこともありますし、少しお金がかかります

が、天ぷら油で走るクルマに改造する準備も進め

ています。

さらには、石巻専修大学の学生が立ち上がって

くれて、送迎をしてくれています。授業の合間を

縫ってのことなので彼らは大忙しですが、喜んで

やってくれています。地元の若い人が助け合いに

参加してくれることは嬉しいので応援していきた

いです。あとは、地元の車屋さん、学生の整備士、

自動車教習所には、クルマの運転が不安という人

に対して講習してもらっています。学生もそこで

練習してから送迎しています。

クルマというキーワードから、多くの方に関

わっていただきながら、コミュニティの中でカー

シェアリングを普及させる。石巻市で最初のモデ

ルが作れたら、それが石巻に対する僕なりの貢献

だと思っています。

【質疑応答】

〈質問〉「利用記録」を見ると、朝から晩まで使っ

ている割には20〜30 kmの利用で、ずっと走って

いるわけではなく、どこかに行って過ごして帰っ

てきているということが多いですね。それが通勤

のように毎日使うのが目的であると、カーシェア

リングを使うという意味が違ってくる気がしま

す。�人で使うなら自分が使えるのは週�度くら

いだなというふうになっていくのでしょうか。事

前の説明がきちんとなされているから問題になら

ないのでしょうか。

吉澤氏：喧嘩になっている姿は、これまでに22台

置いていますが見ていません。あの人が乗った

後、ガソリンが入っていなかったなどという小言

が聞こえたりはしますが、皆さん、割とマナーよ

く乗っているようです。数が増えていったらわか

りませんが。

〈質問〉利用者がいつも同じなので、利用パター

ンができあがってくる。自分がいつも月、火に使

えるから自分の用事は月、火にしようと、使う曜

日をそれにあわせているのでしょうか。全然知ら

ない人同士だったらいつ使えるかわからないけれ

ども、そういう効果もあるのでしょうか。

吉澤氏：メンバーによっても違います。時間単位

で一日に何人も借りているところもあれば、そう

でないところも。皆さん、オリジナルな使い方を

されています

〈質問〉修理工場の人が、それくらいなら無料で

直してあげると言ってくれていますね。値段も安

くしてくれるのかもしれないが、それは仮設住宅

の方がシェアして乗っている、という背景があっ

て、公共交通機関に代わるものだという意味合い

で、修理工場の人もボランティア活動や地元の復

興に貢献したいという、いわば弱者をサポートす

る気持ちでされていると思いますが、それが今

後、在宅（自立）したときにこういう形が残って
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いくのかどうか。逆にクルマを持っている人が意

外と多いという話もありましたし、このシステム

が今回のような「非常事態」だからこそ成り立っ

ているとも思います。

吉澤氏：それもあると思いますが、いろいろなや

りかたがあります。整備の面等は台数が増えてく

ると、ある特定の所ときちっと提携しても良いの

ではないかと思っています。きっちりと経済もま

わすような展開ができれば良いのではないかと

思っています。確かに今、いろいろと助けてくれ

る方は支援活動としてサポートいただいているの

は事実です。

〈質問〉カーシェアリングというのは、自治会形

成やコミュニティ形成に対して、方法論的に非常

に有用なケースであったということですね。資料

を見ていると、一般的なカーシェアリングはビジ

ネスケースであるけれど、見かけはレンタカーと

変わらない。クルマが近くに置いてあるかないか

の違いでしょうか。利用者教育が大変なのではな

いかと思うのですが、今回はこれが近所の人と

シェアするのがミソだと思います。

カーシェアリングは近所の人とシェアすること

になるから、コミュニティの形成という観点から

は面白いですね。今は寄付からスタートしている

けれど、それはあくまでも仮設住宅という、津波

の被害を受けた人の集まりであって、寄付のお金

の流れがはっきりしているので出しやすいです

ね。かなり復興もし、カーシェアリングの効率が

良いじゃないかということで公共機関に成り代わ

るシステムになってくると、お金の出どころが変

わってきて、意味合いが変わってくるかもしれま

せん。今後、どういうふうに流れていくのでしょ

うか。

もうひとつは、自立して継続的にやっていく、

つまりある種のビジネスモデルを構築していくと

いうことであると思いますが、それがレンタカー

とどう違うのかということになります。自治会が

クルマを持つというのはまさにインフラです。お

金を負担し始めると不公平感が出てくる。初期投

資を持っているだけだったら、自治体がインフラ

を整備したみたいになってくる。ビジネスにする

と、インフラじゃなくて受給者ベースの何かにな

るのでしょうか。

吉澤氏：もちろん、持続させていくには収益を得

る形に転換していかないと続かないし、成り立た

ない。今は非常に良い条件に恵まれていて、カー

シェアリングがまさに共同体的なコミュニティを

作っていくきっかけにもなっているようです。そ

ういう意味では、ある条件のもとで成立している

わけで、それを継続していくとなると利用料金も

とったうえで、自立した運営を行っていかないと

いけないと思います。

〈質問〉震災モデルとしての自動車の保険は考え

られるけれども、一般に応用したときに、カー

シェアリングをしているから保険を安くしろとい

うのはなかなか難しいかもしれませんね。震災の

復興ボランティアとして学生が参加するとか、そ

のような積み重ねによってボランティアの幅は広

がる。それがインフラとなって生活のクオリティ

が向上します。そこにカーシェアリングを位置づ

けないと、ビジネスにしていくのは問題が多く難

しいのではないでしょうか。車のメンテナンス

も、今はボランティアでやっていますが、やはり

相当の費用がかかります。そのメンテナンスのレ

ベルが低いと事故のきっかけになるかもしれませ

ん。震災が起こったときのボランティアのひとつ

のモデルとしてならば良いのかもしれません。

吉澤氏：説明会でいつもお話ししているのは、今

は助成金や寄付をもらってなんとかやっています

が、�年後、�年後もそうやって持続できるかど

うかはわからないということです。皆さんがどう

しても必要であれば、その時には一度会費をいた

だく形で、�年後か�年後かわかりませんが、そ

のときに相談させてください、と。その結果、

使っていない、役に立っていないということであ

れば、僕たちは支援活動としては幕を下ろしま

す、というお話をしています。そういうターニン

グポイントがありますので、よろしくお願いしま

すと説明したら、継続していくためには、そうい

うことが必要だな、と皆さん全員納得して下さい

ます。それはその時に相談させていただいて、台

数が増えていったらクルマを維持するために利益

を追求してやるつもりはないので、なんらかの方

法で車を共同で使える社会への糸口や選択肢が

あっても良いと思います。クルマを持っているけ

れど、�〜�人の仲間内で使いたいというような
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ときにすぐに使えるようなシステムを提供できれ

ばと思っています。僕らも、そういうときにクル

マを提供できるようになれればと思っています。

【報告後の議論での意見】

■ボランティア団体からクルマを提供されている

という、使い方に公共性が求められているという

意識が働く部分と、自分がお金を払って何かして

いるというものではなく、無償で提供されている

ものであるという、私有力がわくような使い方で

はない。利用者が近所の人同士であり、普段から

コミュニケーションをとりあっている仲間である

ということが、うまく組み合わさり、今回のよう

な結果が出来上がっているのではないでしょう

か。

■たとえば、各自が20万円ずつ出して100万円の

車を買っていたら、もっとぶつかっていたのかも

しれない。買ったのではなく、ボランティアで

貰ったから、うまく運用されているのかなと思い

ます。

■日ごとに使う人が決まっていて、予約してい

る。カーシェアリングというと、時間単位で�日

に何人かがシェアして使うのかと思っていました

が、どなたかが�日予約すると、誰かが我慢する

という、そのあたりがうまく回っているようで

す。本当はこの日に使いたかったけれども、予約

が入っているから別の日にしようかなという、そ

のあたりのカーシェアリングの概念といいます

か、その条件が、関西や関東でやろうとするのと

は違う気もします。

（本報告録は、2012年�月29日に関西学院大学上ケ原

キャンパスにおいて開催された研究会での報告を採録

したものである）
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